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　伊方町ではＲ６年度から更なるDX推進及び町内経済の活
性化を図るため、町民を対象にＲ6.5～デジタル商品券の運
用を開始しています。
　デジタル商品券は、顔認証システムを活用して買い物がで
きる仕組みで、将来的には災害時の避難確認などにも活用し
ていく予定の取組です。
　既存の地域商品券や現金で支払う代わりに、顔認証導入済
みの店舗においては、精算時に「顔認証（サダpay）」で決済す
る旨をお伝えいただくと、専用端末に顔を
かざすだけで買い物ができます。
　詳しくは伊方町ホームページをご確認く
ださい。
　（QRコードからアクセスできます）
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愛
媛
県
町
村
会
は
、
8
月
1
日（
木
）
午

後
3
時
か
ら
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
え
ひ
め
」
に

お
い
て
令
和
6
年
度
副
町
長
会
・
総
務
部

課
長
会
議
を
開
催
し
、
県
下
9
町
の
副
町

長
及
び
総
務
部
課
長
等
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
、
佐
藤
代
表
幹
事
（
久
万
高
原

町
副
町
長
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
協
議
に

入
り
、
次
の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

■
愛
媛
県
市
町
振
興
課
か
ら
の
連
絡
事
項

　
　

県
・
市
町
連
携
施
策
検
討
促
進
事
業

費
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
副
町
長
会
・
総
務
部
課
長
会
議

並
び
に
研
修
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会

■
各
町
か
ら
の
提
出
問
題
に
つ
い
て

　

①　

医
療
福
祉
専
門
職
の
確
保
に
つ
い

て�

（
久
万
高
原
町
）

　

②　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
用
及
び

定
住
状
況
に
つ
い
て�

（
伊
方
町
）

　

③　

定
年
前
再
任
用
職
員
の
従
事
業
務

に
つ
い
て�

（
内
子
町
）

　

④　

障
が
い
者
枠
雇
用
者
へ
の
勤
務
条

件
等
の
配
慮
に
つ
い
て�

（
松
野
町
）

　

⑤　

定
員
の
見
直
し
に
つ
い
て

�

（
砥
部
町
）

あいさつする佐藤代表幹事（久万高原町副町長）

　

⑥　

内
国
旅
行
の
旅
費
の
現
状
と
今
後

の
見
直
し
に
つ
い
て�

（
伊
方
町
）

　
　
　

改
正
旅
費
法
の
施
行
に
伴
う
旅
費

規
定
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

�

（
松
野
町
）

　

⑦　

食
糧
費
の
支
出
に
つ
い
て

�

（
松
野
町
）

　

⑧　

行
政
改
革
・
改
善
職
員
提
案
に
つ

い
て�

（
愛
南
町
）

説明をする雲峰課長（県市町振興課）

　

⑨　

基
金
の
運
用
方
法
に
つ
い
て

�

（
松
前
町
）

　

⑩　

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
運

用
状
況
及
び
課
題
に
つ
い
て

�

（
内
子
町
）

　

前
記
10
題
に
つ
い
て
、
各
町
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
研
修
会
終
了
後
に
意
見
交
換
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
出
席
者
の
交
流
が

図
ら
れ
た
。
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令
和
６
年
度

　

第
1
回
議
員
研
修
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
　

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
令
和
6

年
度
第
1
回
議
員
研
修
会
を
、
8
月
5
日

（
月
）
に
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
松
山
」
に
て
町
議
会
議
員
ら
1
2
7
名

の
出
席
の
下
、
盛
大
に
開
催
し
た
。

　

研
修
会
は
、
三
谷
会
長
（
砥
部
町
議
会

議
長
）
が
開
会
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
の
ち
、

研
修
に
入
り
、
講
師
か
ら
の
講
演
を
聴
講

し
た
後
、
午
後
4
時
40
分
に
久
保
副
会
長

（
内
子
町
議
会
議
長
）の
閉
会
あ
い
さ
つ
で

終
了
し
た
。

１　

会
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

三
谷　

喜
好

　
　
　
　
　
　
　
（
砥
部
町
議
会
議
長
）

₂　

演
題
及
び
講
師

 

「
報
酬
・
政
務
活
動
費
を
考
え
る
論
点

と
手
続
き
―﹁
住
民
自
治
の
根
幹
﹂と
し

て
の
議
会
を
作
動
さ
せ
る
た
め
に
―
」

　
　

大
正
大
学

　
　

社
会
共
生
学
部
公
共
政
策
学
科
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
藤　

俊
昭　

氏

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
河
野
忠
康
久
万
高
原
町
長
）は
、

8
月
7
日（
水
）、
松

山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で「
令

和
6
年
度
固
定
資
産

税
家
屋（
木
造
）評
価

実
務
研
修
会
」
を
開

催
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
固

定
資
産
税
が
住
民
税

と
並
び
、
市
町
村
財

政
を
支
え
る
基
幹
税

で
あ
り
、
適
正
な
課

税
の
た
め
の
評
価
基

準
に
基
づ
い
た
評
価

を
実
施
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
特
に
仕
組
み
の

複
雑
な
家
屋
評
価
に

つ
い
て
、
そ
の
知
識

と
技
術
の
習
得
を
目

的
と
し
て
開
催
し
た

も
の
で
、
各
市
町
か

ら
35
名
が
出
席
し
た
。

　

講
師
は
一
般
財
団

固
定
資
産
税
家
屋（
木
造
）

　
　
　

評
価
実
務
研
修
会
を
開
催

  
     

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

法
人
資
産
評
価
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー

講
師
の
岡
本
賢
一
氏
。
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総
合
事
務
組
合
だ
よ
り

　

令
和
6
年
第
2
回
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議
会
が
8
月
14
日
（
水
）
に
開
催

さ
れ
、
令
和
5
年
度
決
算
を
議
案
上
程
し
、
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
た
。

令和５年度 消防補償事業特別会計歳入歳出決算
（歳　入）	 （単位：円）

款 本年度決算額項
１　負担金 281,879,848

１　負担金 281,879,848
２　消防基金支出金 256,363,118

１　消防基金支出金 256,363,118
３　財産収入 19,400

１　財産運用収入 19,400
４　繰入金 0

１　繰入金 0
５　繰越金 2,199,552

１　繰越金 2,199,552
６　諸収入 255

１　預金利子 255
２　雑入 0
歳　入　合　計 540,462,173

（歳　出）

款 本年度決算額項
１　総務費 502,561

１　総務管理費 502,561
２　審査会費 0

２　事業費 520,563,568
１　事業費 520,563,568

３　諸支出金 17,410,101
１　諸支出金 17,410,101

４　予備費 0
１　予備費 0
歳　出　合　計 538,476,230

（翌年度繰越金）
繰　	越			金 1,985,943

（基　金）
消防賞じゅつ金等基金積立金 186,914,000

令和５年度 退職手当事業特別会計歳入歳出決算
（歳　入）	 （単位：円）

款 本年度決算額項
１　負担金 4,301,945,497

１　負担金 4,301,945,497
２　財産収入 14,903,757

１　財産運用収入 14,903,757
３　繰入金 0

１　繰入金 0
４　繰越金 541,917,229

１　繰越金 541,917,229
５　諸収入 6,736

１　預金利子 6,736
２　雑入 0
歳　入　合　計 4,858,773,219

（歳　出）

款 本年度決算額項
１　総務費 6,043,953

１　総務管理費 6,043,953
２　審査会費 0

２　事業費 2,228,296,848
１　事業費 2,228,296,848

３　公債費 0
１　公債費 0

４　諸支出金 1,778,271,072
１　諸支出金 1,778,271,072

５　予備費 0
１　予備費 0
歳　出　合　計 4,012,611,873

（翌年度繰越金）
繰　	越			金 846,161,346

（基　金）
退職手当基金積立金 15,005,930,000

令和５年度 一般会計歳入歳出決算
（歳　入）	 （単位：円）

款 本年度決算額項
１　使用料 20,708,600

１　使用料 20,708,600
２　財産収入 19,247

１　財産運用収入 19,247
３　繰入金 58,521,253

１　繰入金 58,521,253
４　繰越金 1,559,827

１　繰越金 1,559,827
５　諸収入 46,512,756

１　預金利子 172
２　団体支出金 40,652,718
３　雑入 5,859,866
歳　入　合　計 127,321,683

（歳　出）

款 本年度決算額項
１　議会費 65,670

１　議会費 65,670
２　総務費 105,068,817

１　総務管理費 94,568,345
２　監査委員費 12,780
３　会館管理費 10,487,692

３　諸支出金 20,280,000
１　基金積立金 20,280,000

４　予備費 0
１　予備費 0
歳　出　合　計 125,414,487

（翌年度繰越金）
繰　	越			金 1,907,196

（基　金）
会館財政調整基金積立金 185,395,000

令和５年度 議員公務災害事業特別会計歳入歳出決算
（歳　入）	 （単位：円）

款 本年度決算額項
１　負担金 243,200

１　負担金 243,200
２　議員連合会支出金 0

１　議員連合会支出金 0
３　財産収入 87

１　財産運用収入 87
４　繰入金 0

１　繰入金 0
５　繰越金 270,240

１　繰越金 270,240
６　諸収入 1

１　預金利子 1
２　雑入 0
歳　入　合　計 513,528

（歳　出）

款 本年度決算額項
１　総務費 19,080

１　総務管理費 19,080
２　認定委員会 0
３　審査会費 0

２　事業費 304,000
１　事業費 304,000

３　諸支出金 8,845
１　諸支出金 8,845

４　予備費 0
１　予備費 0
歳　出　合　計 331,925

（翌年度繰越金）
繰　	越			金 181,603

（基　金）
議員公務災害補償基金積立金 4,354,000

令和５年度 交通災害事業特別会計歳入歳出決算
（歳　入）	 （単位：円）

款 本年度決算額項
１　掛金 14,141,000

１　掛金 14,141,000
２　財産収入 26,660

１　財産運用収入 26,660
３　繰入金 2,000,000

１　繰入金 2,000,000
４　繰越金 2,473,131

１　繰越金 2,473,131
５　諸収入 72

１　預金利子 72
２　雑入 0
歳　入　合　計 18,640,863

（歳　出）

款 本年度決算額項
１　総務費 1,080,036

１　総務管理費 1,080,036
２　審査会費 0

２　事業費 4,735,130
１　事業費 4,735,130

３　諸支出金 8,682,235
１　諸支出金 8,682,235

４　予備費 0
１　予備費 0
歳　出　合　計 14,497,401

（翌年度繰越金）
繰　	越			金 4,143,462

（基　金）
交通災害見舞金基金積立金 226,523,000
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令
和
６
年
度 

初
級
職
員
研
修
会
を
開
催

研　修　会

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
令
和
6
年
度
町
職

員
研
修
会
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
勤
続
2

～
3
年
の
職
員
を
対
象
と
し
た
初
級
職
員

研
修
会
を
8
月
20
日（
火
）～
21
日（
水
）に

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
え
ひ
め
で
開
催
し
た
。

　

次
の
と
お
り
、
初
級
職
員
研
修
会
の
修

了
証
書
に
代
え
て
「
受
講
者
名
簿
」
を
掲

載
す
る
。

【
初
級
職
員
研
修
会
の
研
修
内
容
】

　

・
地
方
自
治
制
度

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　
　
　

係
長　

佐
藤　

由
紀　

氏

　

・
地
域
お
こ
し

　
　
　

ミ
カ
タ
ス
イ
ッ
チ（
株
）

　
　
　
　
　
　

社
長　

納
堂　

邦
弘　

氏

　

・
ク
レ
ー
ム
応
対

　
　
　

テ
ル
ウ
ェ
ル
西
日
本

　
　
　
　

育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

祁
答
院　

千
秋　

氏

　

・
地
方
公
務
員
制
度

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　
　
　

主
幹　

渡
邉　

浩
樹　

氏

　

・
地
方
財
政
制
度

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　
　
　

係
長　

近
藤　

恭
平　

氏

　

・
選
挙
制
度

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　
　
　

係
長　

吉
田　

直
史　

氏

　

研
修
会
受
講
者
は
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

令
和
6
年
度「
初
級
職
員
研
修
会
」
受
講
者
名
簿

 

町　

名　
　

 

課　

名　
　
　
　
　

 

氏　

名

久
万
高
原
町　

総
務
課　
　
　
　

	

白
石　
　

充

　

 

〃 　
　

住
民
課　
　
　
　

	

堀
尾　

拓
未

　

 

〃 　
　

農
業
戦
略
課　
　

	

岡
田　

太
陽

　

 

〃 　
　

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課

　
　
　
　
　
　

	

　
　

ジ
ョ
ー
ン
ズ
か
お
り

松 

前 

町　

税
務
課　
　
　
　

	

合
田　

真
大

　

 

〃 　
　

税
務
課　
　
　
　

	

相
原　

美
琴

　

 

〃 　
　

税
務
課　
　
　
　

	

鷲
尾
茉
由
子

　

 

〃 　
　

税
務
課　
　
　
　

	
横
井　

里
佳

　

 

〃 　
　

保
険
課　
　
　
　

	
魚
尾　

綾
乃

　

 

〃 　
　

産
業
課　
　
　
　

	
土
居　

真
也

　

 

〃 　
　

松
前
ひ
ま
わ
り
保
育
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

田
中　

美
波

砥 

部 

町　

商
工
観
光
課　
　

	

仙
波　

佑
理

　

 

〃 　
　

税
務
課　
　
　
　

	

河
野　
　

拓

　

 

〃 　
　

介
護
福
祉
課　
　

	

吉
井　
　

愛

　

 

〃 　
　

子
育
て
支
援
課　

	

林　
　

翔
太

　

 

〃 　
　

学
校
教
育
課　
　

	

原
田
め
ぐ
み

内 

子 

町　

町
並
・
地
域
振
興
課	

宮
本　

莉
歩

　

 

〃 　
　

町
並
・
地
域
振
興
課	

山
本　

浩
史

　

 

〃 　
　

こ
ど
も
支
援
課　

	

大
金　

直
樹

　

 

〃 　
　

自
治
・
学
習
課　

	

太
尾　

友
香

　

 

〃 　
　

五
十
崎
自
治
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

西
田　

鈴
那

内 

子 

町　

保
健
セ
ン
タ
ー　

	

冨
永　

綾
香

　

 

〃 　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

	

秦　

さ
く
ら

　

 

〃 　
　

五
十
崎
こ
ど
も
園	

和
田　

萌
花

　

 

〃 　
　

五
十
崎
こ
ど
も
園	

中
岡　

綾
香

伊 

方 

町　

総
務
課	

　
　
　
　

鳥
津　

胤
満

　

 

〃 　
　

長
寿
介
護
課　
　

	

清
水　
　

梓

　

 

〃 　
　

長
寿
介
護
課　
　

	

佐
々
木
冬
威

　

 

〃 　
　

町
民
課　
　
　
　

	

三
好　

章
大

　

 

〃 　
　

観
光
商
工
課　
　

	

井
上
葉
由
季

　

 

〃 　
　

上
下
水
道
課　
　

	

田
中　

達
也

　

 

〃 　
　

三
崎
支
所　
　
　

	

山
田　

琉
人

　

 

〃 　
　

三
崎
支
所　
　
　

	

加
藤　

誠
也

松 

野 

町　

総
務
課　
　
　
　

	

榎
谷
帆
乃
香

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課　
　

	

佐
藤　

賢
人

鬼 

北 

町　

町
民
生
活
課　
　

	

濱
田　

竜
馬

　

 

〃 　
　

町
民
生
活
課　
　

	

松
本　

恵
梨

　

 

〃 　
　

町
民
生
活
課　
　

	

羽
浦
あ
か
り

　

 

〃 　
　

保
健
介
護
課　
　

	

得
能
智
世
里

　

 

〃 　
　

農
林
課　
　
　
　

	

渡
辺
え
り
か

　

 

〃 　
　

教
育
課　
　
　
　

	

川
口　

大
地

愛 

南 

町　

生
涯
学
習
課　
　

	

吉
田　

友
哉

　

 

〃 　
　

税
務
課　
　
　
　

	

舩
田　
　

晟

　

 

〃 　
　

御
荘
支
所　
　
　

	

柏
原　
　

開

　

 

〃 　
　

水
産
課　

海
業
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

賀
屋　

啓
太

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課　
　

	

森
下　

未
結

　

 

〃 　
　

防
災
対
策
課　
　

	

近
平
佳
多
朗

令和 6 年度 初級職員研修会日程

【１日目】　　日　時：令和 6年 8月 20 日（火）
　　　　　　場　所：NOSAI えひめ　5階　会議室

研修時間 研修テーマ・講師

10:00～10:20 受　付・開　場

10:20～10:30 開　　会

10:30～12:00 「地方自治制度」　　愛媛県市町振興課　係長　佐藤　由紀　氏

12:00～13:10 休　　憩

13:10～14:40 「地域おこし」　　　ミカタスイッチ㈱　社長　納堂　邦弘　氏

14:50～16:20 「クレーム応対」　　テルウェル西日本　　　祁答院　千秋　氏

【２日目】　　日　時：令和 6年 8月 21 日（水）
　　　　　　場　所：NOSAI えひめ　5階　会議室

研修時間 研修テーマ・講師

 8:50～ 9:00 受　付・開　場

 9:00～10:30 「地方公務員制度」　愛媛県市町振興課　主幹　渡邉　浩樹　氏

10:40～12:10 「地方財政制度」　　愛媛県市町振興課　係長　近藤　恭平　氏

12:10～13:20 休　　憩

13:20～14:50 「選挙制度」　　　　愛媛県市町振興課　係長　吉田　直史　氏

15:00～15:10 閉　　会
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８
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
令
和
6
年
度
副

町
長
・
総
務
部
課
長
会
議
、
愛
媛
県
精

神
保
健
福
祉
協
会
理
事
会
、
北
方
領
土

返
還
要
求
愛
媛
県
民
会
議
令
和
6
年
度

第
48
回
定
期
総
会

▽
2
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
令
和
6

年
度
町
村
議
会
事
務
局
職
員
研
修
会

▽
4
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
1

回
役
員
会

▽
5
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
令
和

6
年
度
第
1
回
議
員
研
修
会

▽
6
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
令

和
5
年
度
会
計
監
査

▽
7
日
＝
令
和
6
年
度
固
定
資
産
税
家
屋

（
木
造
）評
価
実
務
研
修
会

▽
14
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
令

和
6
年
度
第
2
回
組
合
議
会（
定
例
会
）

▽
15
日
＝
愛
媛
県
戦
没
者
追
悼
式

▽
20
日
＝
令
和
6
年
度
初
級
職
員
研
修
会

（
21
日
ま
で
）

▽
21
日
＝
第
63
回
交
通
安
全
県
民
大
会

▽
22
日
＝
人
口
減
少
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
23
日
ま
で
）

▽
27
日
＝
令
和
6
年
度
愛
媛
県
消
防
協
会

理
事
会
（
第
2
回
）

▽
28
日
＝
四
国
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設

期
成
同
盟
会
監
査
、
甲
種
防
火
管
理
資

格
講
習
（
29
日
ま
で
）

　　

 
平
和
を
思
う
８
月

　

お
盆
が
過
ぎ
れ
ば
、
例
年
な
ら
ひ
ぐ
ら

し
か
ら
こ
お
ろ
ぎ
の
鳴
き
声
へ
、何
と
な
く

朝
夕
に
涼
し
さ
を
感
じ
る
時
季
で
あ
る
が
。

今
年
は
昨
年
に
も
ま
し
て
猛
暑
の
日
々
が

続
き
、8
月
末
も
残
暑
と
は
言
い
難
い
。
と

に
か
く
日
本
列
島
は
、
依
然
と
し
て『
暑

い
！
』の
一
言
で
あ
る
。
巨
大
台
風
迷
走
の

後
は
、
猛
暑
の
再
来
予
報
が
あ
る
。

　

8
月
22
日
は
、
二
十
四
節
気
の
一
つ
。

「
処
暑
」に
当
た
り
、
暑
さ
が
お
さ
ま
る
意
。

暑
さ
が
止
み
、
新
涼
が
間
近
い
日
と
あ
る

（
広
辞
苑
）。
長
期
予
報
で
は
、
ま
だ
ま
だ

真
夏
日
が
お
さ
ま
る
気
配
に
な
い
。「
気
候

変
動
」に
よ
り
、
日
本
の
四
季
も
春
・
秋
季

は
極
端
に
短
く
、
夏
が
長
期
状
態
へ
。
海

水
温
の
上
昇
に
よ
る
各
影
響
、
次
々
と
雷

と
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
発
生
。
日
本
列
島
は
、既

に
亜
熱
帯
地
域
に
移
行
し
た
の
か
？
…
。

　

パ
リ
五
輪
は
平
和
裡
に
進
行
。
我
が
国

の
選
手
も
日
頃
の
頑
張
り
を
発
揮
、
45
個

の
メ
ダ
ル
を
は
じ
め
競
技
期
間
中
そ
れ
ぞ

れ
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
姿
に
、
国
内
中
が

8
月
は
、
熱
く
沸
い
た
。
第
二
弾
の
パ
リ

パ
ラ
五
輪
も
各
選
手
の
熱
戦
に
目
が
離
せ

な
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　

さ
て
、
8
月
は
日
本
人
に
と
っ
て
は
忘

れ
ら
れ
な
い
、
い
や
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

悲
劇
が
あ
っ
た
。
79
年
前
の
8
月
6
日
広

島
市
上
空
で「
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
」、
9
日
に

は
長
崎
市
の
上
空
で
「
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
」

が
炸
裂
、
人
類
史
上
初
め
て
悲
惨
な
地
獄

絵
を
こ
の
地
上
で
見
た「
被
爆
の
日
」で
あ

る
。
全
て
の
日
本
人
が
「
平
和
を
思
い
・
誓

う
」、
8
月
15
日
は
終
戦
記
念
日
で
あ
る
。

　

先
の
大
戦
を
知
ら
な
い
日
本
人
が
人
口

の
約
90
％
を
占
め
る
。な
ら
ば
現
代
人
が
今

日
、
安
全
か
つ
平
和
な
日
常
生
活
を
享
受

で
き
て
い
る
の
は
、
3
0
0
万
超
の
英
霊
の

礎
、焼
夷
弾
空
襲
に
よ
る
焦
土
を
見
て
き
た

先
人
が
い
た
事
な
ど
、悲
惨
な
世
界
を
過
ぎ

た
年
数
で
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
改
め
て
開
戦
に
突
入
し
た
経

緯
、
理
由
等
を
明
確
に
知
る
べ
き
で
も
あ

る
。
歴
史
の
真
実
か
ら
眼
を
そ
ら
し
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
事
は
先
々
、他
国
と
戦
い

に
な
ら
ず
平
和
を
堅
持
す
る
た
め
に
も
必

須
で
あ
る
。
今
日
、
主
権
国
家
に
侵
攻
す

る
他
国
軍
の
存
在
。
不
可
侵
約
束
の
破
棄
、

反
故
に
す
る
国
の
事
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら

約
束
事
が
一
方
的
に
破
棄
さ
れ
る
例
を
見

落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
名
文
書
で
あ
ろ

う
と
も
相
手
の
勝
手
な
理
解
度
で「
平
和
」

が
維
持
さ
れ
難
い
事
も
知
る
べ
き
時
代
と

な
っ
た
。
奇
麗
事
で
済
ま
さ
れ
な
い
。

　

先
の
大
戦
相
手
国
や
原
爆
投
下
が
、
米

国
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
若
者
の
無

知
に
驚
き
を
感
じ
る
8
月
で
も
あ
る
。
平

和
を
希
求
す
る
唯
一
の
機
関
「
国
際
連
合
」

は
、機
能
不
全
と
も
揶
揄
さ
れ
、今
後
、「
平

和
」が
大
手
を
振
る
う
よ
う
に
世
界
の
次

世
代
が
連
携
し
、
人
類
の
た
め
の
秩
序
を

取
り
戻
す
べ
き
重
大
時
に
あ
る
。

　

8
月
に
初
め
て
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
注
意
報
」
が
出
さ
れ
た
。
今
や
異
常
な

自
然
の「
乱
」へ
の
備
え
、
良
き
隣
人
も
領

空
侵
犯
す
る
時
代
は
、
盾
・
鉾
が
不
可
欠

で
あ
る
。
ま
ず「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」。

改
め
て
平
和
・
平
穏
を
意
識
し
、
そ
の
備

え
の
磐
石
に
思
い
を
馳
せ
る
8
月
で
あ
る
。

�

（
Ｔ
）
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（公財）愛媛県市町振興協会（公財）愛媛県市町振興協会


